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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　入力音響信号を、所定時間区間のフレームごとに、周波数領域での複数の符号化処理の

うちの決定された符号化処理で符号化する符号化方法であって、

　前フレームの入力音響信号の高域成分のエネルギーの大きさと現フレームの入力音響信

号の高域成分のエネルギーの大きさとの少なくとも何れかが所定の閾値以下の場合に、前

フレームと異なる符号化処理を現フレームの符号化処理として決定することを可能とする

決定ステップ、

　を含み、

　前記入力音響信号に対応する線形予測係数に変換可能な係数に基づくスペクトル包絡を

用いて、前記入力音響信号に対応する周波数領域の係数列を符号化する第一符号化ステッ

プと、

　前記入力音響信号に対応する周波数領域の係数列について、区分した周波数領域ごとの

係数の平均エネルギーの対数値を隣接する周波数領域の平均エネルギーの対数値との差分

の可変長符号化を伴って符号化する第二符号化ステップと、

　を更に含み、

　前記決定ステップは、更に、前フレームと異なる符号化処理を現フレームの符号化処理

とすることを可能とされた場合のうち、前フレームの前記入力音響信号を第一符号化ステ

ップで符号化し、かつ、現フレームの前記入力音響信号のスペクトルの起伏が大きいまた

は集中度が高いことを示す指標が所定の閾値より小さい場合には、現フレームを第二符号
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化 ス テ ッ プ で 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 符 号 化 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 入 力 音 響 信 号 を 、 所 定 時 間 区 間 の フ レ ー ム ご と に 、 周 波 数 領 域 で の 複 数 の 符 号 化 処 理 の

う ち の 決 定 さ れ た 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す る 符 号 化 方 法 で あ っ て 、

　 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信

号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合 に は 、

前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と し

、 そ う で な い 場 合 に は 、 前 記 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る 状 態 に 従 っ て 、 前 フ レ ー

ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と す る か 、 前

フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る か 、 を 決 定 す る 決 定

ス テ ッ プ 、

　 を 含 み 、

　 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を

用 い て 、 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る 第 一 符 号 化 ス テ ッ

プ と 、

　 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 に つ い て 、 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の

係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分

の 可 変 長 符 号 化 を 伴 っ て 符 号 化 す る 第 二 符 号 化 ス テ ッ プ と 、

　 を 更 に 含 み 、

　 前 記 決 定 ス テ ッ プ は 、 更 に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理

と す る こ と を 可 能 と さ れ た 場 合 の う ち 、 前 フ レ ー ム の 前 記 入 力 音 響 信 号 を 第 一 符 号 化 ス テ

ッ プ で 符 号 化 し 、 か つ 、 現 フ レ ー ム の 前 記 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 大 き い ま た

は 集 中 度 が 高 い こ と を 示 す 指 標 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム を 第 二 符 号

化 ス テ ッ プ で 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 符 号 化 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 入 力 音 響 信 号 を 、 所 定 時 間 区 間 の フ レ ー ム ご と に 、 周 波 数 領 域 で の 複 数 の 符 号 化 処 理 の

う ち の 決 定 さ れ た 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す る 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信

号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合 に 、 前

フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と す る

決 定 部 、

　 を 含 み 、

　 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を

用 い て 、 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る 第 一 符 号 化 部 と 、

　 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 に つ い て 、 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の

係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分

の 可 変 長 符 号 化 を 伴 っ て 符 号 化 す る 第 二 符 号 化 部 と 、

　 を 更 に 含 み 、

　 前 記 決 定 部 は 、 更 に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と す る

こ と を 可 能 と さ れ た 場 合 の う ち 、 前 フ レ ー ム の 前 記 入 力 音 響 信 号 を 第 一 符 号 化 部 で 符 号 化

し 、 か つ 、 現 フ レ ー ム の 前 記 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 大 き い ま た は 集 中 度 が 高

い こ と を 示 す 指 標 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム を 第 二 符 号 化 部 で 符 号 化

す る こ と を 決 定 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 入 力 音 響 信 号 を 、 所 定 時 間 区 間 の フ レ ー ム ご と に 、 周 波 数 領 域 で の 複 数 の 符 号 化 処 理 の

う ち の 決 定 さ れ た 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す る 符 号 化 装 置 で あ っ て 、

　 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信
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号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合 に は 、

前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と し

、 そ う で な い 場 合 に は 、 前 記 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る 状 態 に 従 っ て 、 前 フ レ ー

ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と す る か 、 前

フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る か 、 を 決 定 す る 決 定

部 、

　 を 含 み 、

　 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を

用 い て 、 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る 第 一 符 号 化 部 と 、

　 前 記 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 に つ い て 、 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の

係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分

の 可 変 長 符 号 化 を 伴 っ て 符 号 化 す る 第 二 符 号 化 部 と 、

　 を 更 に 含 み 、

　 前 記 決 定 部 は 、 更 に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と す る

こ と を 可 能 と さ れ た 場 合 の う ち 、 前 フ レ ー ム の 前 記 入 力 音 響 信 号 を 第 一 符 号 化 部 で 符 号 化

し 、 か つ 、 現 フ レ ー ム の 前 記 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 大 き い ま た は 集 中 度 が 高

い こ と を 示 す 指 標 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム を 第 二 符 号 化 部 で 符 号 化

す る こ と を 決 定 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 符 号 化 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ 又 は ２ の 符 号 化 方 法 の 各 ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ

ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ 又 は ２ の 符 号 化 方 法 の 各 ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ

ム が 記 録 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 音 響 信 号 の 符 号 化 技 術 に 関 す る 。 特 に 、 音 響 信 号 を 周 波 数 領 域 に 変 換 し て 符

号 化 す る 符 号 化 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 音 声 や 音 楽 な ど の 音 響 信 号 の 符 号 化 に は 、 入 力 音 響 信 号 を 周 波 数 領 域 で 符 号 化 す る 手 法

が 広 く 用 い ら れ て い る 。 音 響 信 号 の 周 波 数 領 域 で の 符 号 化 方 法 と し て は 、 例 え ば 非 特 許 文

献 １ や 非 特 許 文 献 ２ の 方 法 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 符 号 化 方 法 は 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ

ク ト ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 を 行 う も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ

た 符 号 化 方 法 は 、 入 力 音 響 信 号 か ら 得 ら れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 符 号 化 し て

線 形 予 測 係 数 符 号 を 得 て 、 線 形 予 測 係 数 符 号 に 対 応 す る 量 子 化 済 み の 線 形 予 測 係 数 に 変 換

可 能 な 係 数 に 対 応 す る ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 で 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 係 数 列

を 正 規 化 し て 得 ら れ る 正 規 化 係 数 列 を 符 号 化 し て 正 規 化 係 数 符 号 を 得 る も の で あ る 。 線 形

予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 と は 、 線 形 予 測 係 数 そ の も の 、 PARCOR係 数 （ 偏 自 己 相 関 係 数 ）

ま た は LSPパ ラ メ ー タ な ど で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 符 号 化 方 法 は 、 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル

ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分 を と り 、 差 分 値 可

変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 を 行 う も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た

符 号 化 方 法 は 、 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 係 数 列 を 低 域 ほ ど サ ン プ ル 数 が 少 な く

高 域 ほ ど サ ン プ ル 数 が 多 い 周 波 数 領 域 に 区 分 し 、 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 平 均 エ ネ ル ギ
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ー を 得 て 、 そ の 平 均 エ ネ ル ギ ー を 対 数 軸 で 量 子 化 す る 。 量 子 化 し た 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領

域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー を 同 様 に 対 数 軸 で 量 子 化 し た 値 と の 差 分 を 可 変 長 符 号 化 す る 。 区 分 し

た 周 波 数 領 域 ご と の 対 数 軸 で 量 子 化 さ れ た 平 均 エ ネ ル ギ ー を 使 っ て 、 各 周 波 数 領 域 係 数 の

量 子 化 ビ ッ ト 数 や 各 周 波 数 領 域 係 数 の 量 子 化 ス テ ッ プ 幅 を 適 応 的 に 決 定 し 、 そ れ に 従 っ て

各 周 波 数 領 域 係 数 を 量 子 化 し 、 さ ら に そ れ を 可 変 長 符 号 化 す る も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 Anthony Vetro, ＂ MPEG Unified Speech and Audio Coding＂ , Industr

y and Standards, IEEE MultiMedia, April-June, 2013.

【 非 特 許 文 献 ２ 】 M. Bosi and R.E. Goldberg, ＂ Introduction to Digital Audio Codin

g and Standards＂ , Kluwer Academic Publishers, 2003.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 非 特 許 文 献 ２ の 符 号 化 方 法 に よ れ ば 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 大 き く な

い 場 合 や ス ペ ク ト ル の 集 中 度 が 高 く な い 場 合 に は 、 平 均 エ ネ ル ギ ー の 差 分 を 可 変 長 符 号 化

す る こ と に よ り 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 の 符 号 量 を 少 な く す る こ と が で き る た め 、 入 力 音 響 信

号 を 効 率 良 く 符 号 化 す る こ と が で き る 。 し か し 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が

大 き い 場 合 や ス ペ ク ト ル の 集 中 度 が 高 い 場 合 に は 、 平 均 エ ネ ル ギ ー の 差 分 を 可 変 長 符 号 化

し て 得 ら れ る 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 の 符 号 量 が 多 く な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ れ に 対 し 、 非 特 許 文 献 １ の 符 号 化 方 法 に よ れ ば 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に よ

り ス ペ ク ト ル 包 絡 を 効 率 良 く 符 号 化 で き る た め 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が

大 き い 場 合 や ス ペ ク ト ル の 集 中 度 が 高 い 場 合 に は 、 非 特 許 文 献 ２ の 符 号 化 方 法 よ り も 入 力

音 響 信 号 を 効 率 良 く 符 号 化 す る こ と が で き る 。 し か し 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の

起 伏 が 大 き く な い 場 合 や ス ペ ク ト ル の 集 中 度 が 高 く な い 場 合 に は 、 非 特 許 文 献 ２ の 符 号 化

方 法 ほ ど は 効 率 良 く 符 号 化 す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の よ う に 、 従 来 の 符 号 化 方 法 に は 、 入 力 音 響 信 号 の 特 性 に よ っ て は 効 率 良 く 符 号 化 で

き な い 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 入 力 音 響 信 号 の 特 性 に よ ら ず 効 率 の 良 く 符 号 化 し 、 か つ 、 受 聴 者 が 不 自 然 に

感 じ る こ と の 少 な い 復 号 音 響 信 号 を 得 ら れ る よ う な 符 号 化 方 法 、 装 置 、 プ ロ グ ラ ム 及 び 記

録 媒 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 の 符 号 化 方 法 は 、 入 力 音 響 信 号 を 、 所 定 時 間 区 間 の フ レ ー ム ご と に 、 周

波 数 領 域 で の 複 数 の 符 号 化 処 理 の う ち の 決 定 さ れ た 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す る 符 号 化 方 法 で

あ っ て 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 現 フ レ ー ム の 入 力

音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合

に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能

と す る 決 定 ス テ ッ プ 、 を 含 み 、 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に

基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を 用 い て 、 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す

る 第 一 符 号 化 ス テ ッ プ と 、 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 に つ い て 、 区 分 し

た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ

ー の 対 数 値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 っ て 符 号 化 す る 第 二 符 号 化 ス テ ッ プ と 、 を 更 に 含

み 、 決 定 ス テ ッ プ は 、 更 に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と

す る こ と を 可 能 と さ れ た 場 合 の う ち 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 を 第 一 符 号 化 ス テ ッ プ で

符 号 化 し 、 か つ 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 大 き い ま た は 集 中 度 が
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高 い こ と を 示 す 指 標 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム を 第 二 符 号 化 ス テ ッ プ

で 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 の 符 号 化 方 法 は 、 入 力 音 響 信 号 を 、 所 定 時 間 区 間 の フ レ ー ム ご と に 、 周

波 数 領 域 で の 複 数 の 符 号 化 処 理 の う ち の 決 定 さ れ た 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す る 符 号 化 方 法 で

あ っ て 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 現 フ レ ー ム の 入 力

音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合

に は 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可

能 と し 、 そ う で な い 場 合 に は 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る 状 態 に 従 っ て 、 前 フ レ

ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と す る か 、

前 フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る か 、 を 決 定 す る 決

定 ス テ ッ プ 、 を 含 み 、 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス

ペ ク ト ル 包 絡 を 用 い て 、 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る 第 一 符

号 化 ス テ ッ プ と 、 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 に つ い て 、 区 分 し た 周 波 数

領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数

値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 っ て 符 号 化 す る 第 二 符 号 化 ス テ ッ プ と 、 を 更 に 含 み 、 決 定

ス テ ッ プ は 、 更 に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と す る こ と

を 可 能 と さ れ た 場 合 の う ち 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 を 第 一 符 号 化 ス テ ッ プ で 符 号 化 し

、 か つ 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 大 き い ま た は 集 中 度 が 高 い こ と

を 示 す 指 標 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム を 第 二 符 号 化 ス テ ッ プ で 符 号 化

す る こ と を 決 定 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 フ レ ー ム ご と に 周 波 数 領 域 で 符 号 化 を 行 う 複 数 の 符 号 化 処 理 の 何 れ か を 選 択 可 能 な 構 成

に よ り 、 受 聴 者 が 不 自 然 に 感 じ る こ と の 少 な い 復 号 音 響 信 号 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 符 号 化 装 置 の 構 成 を 例 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ 】 復 号 装 置 の 構 成 を 例 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ３ 】 符 号 化 方 法 の 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す 図 。

【 図 ４ 】 決 定 部 ３ ８ ０ の 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す 図 。

【 図 ５ 】 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ の 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す 図 。

【 図 ６ 】 第 二 実 施 形 態 の 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ の 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す 図 。

【 図 ７ 】 第 三 実 施 形 態 の 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ の 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す 図 。

【 図 ８ 】 第 一 符 号 化 処 理 及 び 第 二 符 号 化 処 理 の 概 念 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ［ 第 一 実 施 形 態 ］

　 以 下 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 一 実 施 形 態 は 、 周 波 数 領 域 で の 符 号

化 処 理 を 行 う 複 数 の 異 な る 符 号 化 処 理 の 何 れ か で フ レ ー ム 毎 の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周

波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る 構 成 に お い て 、 入 力 音 響 信 号 ま た は ／ お よ び 入 力 音 響 信 号

に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー が 小 さ い 場 合 に の み 、 符 号 化 処 理

の 切 り 替 え を 行 う 構 成 で あ る 。 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー と は 、 入 力 音 響 信 号

の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ そ の も の や 、 入 力 音 響 信 号 に 占 め る 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ

ー の 大 き さ な ど で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ＜ 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ ＞

　 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 図 １ に 示 す 。 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０

、 決 定 部 ３ ８ ０ 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ を 備 え て い る 。 第 一 符 号 化 部

１ ０ １ は 、 例 え ば 、 線 形 予 測 分 析 符 号 化 部 １ ２ ０ 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 １ ３ ０ 、
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包 絡 正 規 化 部 １ ４ ０ 、 正 規 化 係 数 符 号 化 部 １ ５ ０ を 備 え て い る 。 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ は 、

例 え ば 、 領 域 分 割 部 ２ ２ ０ 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ 、 係 数 符 号 化

部 ２ ５ ０ を 備 え て い る 。 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に は 、 所 定 の 時 間 区 間 で あ る フ レ ー ム 単 位 で 、

時 間 領 域 の 音 声 音 響 デ ィ ジ タ ル 信 号 （ 以 下 、 入 力 音 響 信 号 と す る 。 ） が 入 力 さ れ 、 フ レ ー

ム ご と に 以 下 の 処 理 が 行 わ れ る 。 以 下 で は 、 現 在 の 入 力 音 響 信 号 が f番 目 の フ レ ー ム で あ

る と し て 、 各 部 の 具 体 処 理 を 説 明 す る 。 f番 目 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 を x f (n) (n=1, .

. . , Nt)と す る 。 こ こ で Ntは フ レ ー ム あ た り の サ ン プ ル 数 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に よ り 、 図 ３ に 例

示 す る 符 号 化 方 法 の 各 ス テ ッ プ の 処 理 が 実 行 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ＜ 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ ＞

　 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ は 、 入 力 音 響 信 号 x f (n) (n=1, .. . , Nt)を 周 波 数 領 域 の 係 数 列

、 例 え ば 、 N点 の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)に 変 換 し て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０

） 。 た だ し 、 Nは 、 周 波 数 領 域 で の サ ン プ ル 数 で あ り 、 正 の 整 数 で あ る 。 周 波 数 領 域 へ の

変 換 は 、 M DCTで は な い 公 知 の 変 換 方 法 に よ り 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ 、 決 定 部 ３ ８ ０ で 複 数 の 精 度 や 方 法 に

よ り 得 ら れ た 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 必 要 で あ る 場 合 に は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ で 、 複

数 の 精 度 や 方 法 に よ り 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 得 れ ば よ い 。 例 え ば 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と

第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ が M DCT係 数 列 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 と し て 用 い 、 決 定 部 ３ ８ ０ が パ ワ

ー ス ペ ク ト ル 系 列 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 と し て 用 い る 場 合 に は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０

が 、 入 力 音 響 信 号 か ら M DCT係 数 列 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル 系 列 を 求 め れ ば よ い 。 ま た 、 例 え ば

、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ が M DCT係 数 列 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 と し て 用

い 、 決 定 部 ３ ８ ０ が 周 波 数 帯 域 ご と の エ ネ ル ギ ー の 系 列 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 と し て 用 い

る 場 合 に は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ が 、 入 力 音 響 信 号 か ら M DCT係 数 列 と 周 波 数 帯 域 ご と

の エ ネ ル ギ ー の 系 列 を 求 め れ ば よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と 第 二 符 号 化 部

２ ０ １ が M DCT係 数 列 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 と し て 用 い 、 決 定 部 ３ ８ ０ の 切 替 可 否 判 定 部 ３

８ １ が 周 波 数 帯 域 ご と の エ ネ ル ギ ー の 系 列 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 と し て 用 い 、 決 定 部 ３ ８

０ の 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が パ ワ ー ス ペ ク ト ル 系 列 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 と し て 用

い る 場 合 に は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ が 、 入 力 音 響 信 号 か ら M DCT係 数 列 と 周 波 数 帯 域 ご

と の エ ネ ル ギ ー の 系 列 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル 系 列 を 求 め れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

＜ 決 定 部 ３ ８ ０ ＞

　 決 定 部 ３ ８ ０ は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 、 現 フ

レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾

値 よ り 小 さ い 場 合 に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決

定 す る こ と を 可 能 と す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ ） 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 言 い 代 え れ ば 、 決 定 部 ３ ８ ０ は 、 少 な く と も 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー が

小 さ い 場 合 に は 、 前 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号

化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 し 、 そ う で な い 場 合 に は

前 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー

ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 さ な い 判 定 を 行 い 、 そ の 判 定 結 果 に 従 っ て

現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る よ う に 切 替 制 御 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 決 定 部 ３ ８ ０ は 、 例 え ば 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ 、 切 替

決 定 部 ３ ８ ３ 、 切 替 部 ３ ８ ４ を 備 え て い る 。 以 下 、 決 定 部 ３ ８ ０ の 一 例 に つ い て 説 明 す る

。 決 定 部 ３ ８ ０ は 、 図 ４ に 例 示 す る 各 ス テ ッ プ の 処 理 を 行 う 。

【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ＜ 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ ＞

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ

と 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が

所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は 、 切 り 替 え 可 、 す な わ ち 、 前 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数

列 を 符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号

化 す る こ と を 可 能 と す る 、 と 判 定 し 、 そ う で な い 場 合 に は 切 り 替 え 不 可 、 す な わ ち 、 前 フ

レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の

周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 さ な い 、 と 判 定 し 、 判 定 結 果 を 出 力 す る （ ス テ

ッ プ Ｓ ３ ８ １ ） 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 下 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ の 動 作 の 例 を 説 明 す る 。 ま ず 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の

エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と し て 、 M DCT係 数 列 の 高 域 の エ ネ ル ギ ー を 用 い る 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ は 、 ま ず 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 高

域 の エ ネ ル ギ ー Eh f - 1 を 下 記 の 式 (1)に よ り 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N

)の 高 域 の エ ネ ル ギ ー Eh f を 下 記 の 式 (2)に よ り 、 そ れ ぞ れ 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ １ ）

。 式 (1)と 式 (2)に お い て 、 Mは Nよ り 小 さ い 予 め 定 め た 正 の 整 数 で あ る 。

【 数 １ 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ は 、 次 に 、 前 フ レ ー ム の 高 域 の エ ネ ル ギ ー Eh f - 1 と 現 フ レ ー ム の

高 域 の エ ネ ル ギ ー Eh f の 少 な く と も 何 れ か が 予 め 定 め た 閾 値 TH1よ り 小 さ い 場 合 、 す な わ ち

、 Eh f - 1 <TH1お よ び ／ ま た は Eh f <TH1で あ る 場 合 、 に は 切 り 替 え 可 と 判 定 し 、 そ う で な い 場

合 に は 切 り 替 え 不 可 と 判 定 し 、 切 り 替 え 可 否 の 情 報 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ ２ ） 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 な お 、 現 フ レ ー ム の ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ １ で 求 ま る 前 フ レ ー ム の 高 域 の エ ネ ル ギ ー Eh f - 1

は 、 前 フ レ ー ム の ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ １ で 求 め た 現 フ レ ー ム の 高 域 の エ ネ ル ギ ー Eh f と 同 じ

で あ る 。 こ の た め 、 計 算 し た 高 域 の エ ネ ル ギ ー Eh f を 少 な く と も 直 後 の フ レ ー ム ま で 切 替

可 否 判 定 部 ３ ８ １ 内 に 記 憶 し て お け ば 、 前 フ レ ー ム の 高 域 の エ ネ ル ギ ー Eh f - 1 を 計 算 す る

必 要 は 無 い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 次 に 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と し て 、 M DCT係 数 列 の 全 エ ネ ル ギ

ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 を 用 い る 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ は 、 ま ず 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 全

エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 Eh f - 1 を 下 記 の 式 (1A)に よ り 、 現 フ レ ー ム の M

DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の 全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 Eh f を 下

記 の 式 (2A)に よ り 、 そ れ ぞ れ 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ １ ） 。 式 (1A)と 式 (2A)に お い て 、

Mは 予 め 定 め た 正 の 整 数 で あ る 。
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【 数 ２ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ は 、 次 に 、 前 フ レ ー ム の 全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー

の 割 合 Eh f - 1 と 現 フ レ ー ム の 全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 Eh f の 少 な く と

も 何 れ か が 予 め 定 め た 閾 値 TH1よ り 小 さ い 場 合 、 す な わ ち 、 Eh f - 1 <TH1お よ び ／ ま た は Eh f <

TH1で あ る 場 合 、 に は 切 り 替 え 可 と 判 定 し 、 そ う で な い 場 合 に は 切 り 替 え 不 可 と 判 定 し 、

切 り 替 え 可 否 の 情 報 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ ２ ） 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 現 フ レ ー ム の ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ １ で 求 ま る 前 フ レ ー ム の 全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高

域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 Eh f - 1 は 、 前 フ レ ー ム の ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ １ で 求 め た 現 フ レ ー ム の

全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 Eh f と 同 じ で あ る 。 こ の た め 、 計 算 し た 全

エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 Eh f を 少 な く と も 直 後 の フ レ ー ム ま で 切 替 可

否 判 定 部 ３ ８ １ 内 に 記 憶 し て お け ば 、 前 フ レ ー ム の 全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ

ー の 割 合 Eh f - 1 を 計 算 す る 必 要 は 無 い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 な お 、 上 述 の 二 つ の 例 で は 、 Eh f - 1 <TH1お よ び ／ ま た は Eh f <TH1で あ る 場 合 に は 切 り 替 え

可 と 判 定 し 、 そ う で な い 場 合 に は 切 り 替 え 不 可 と 判 定 し て い る が 、 Eh f - 1 <TH1か つ Eh f <TH1

で あ る 場 合 に は 切 り 替 え 可 と 判 定 し 、 そ う で な い 場 合 に は 切 り 替 え 不 可 と 判 定 し て も よ い

。 す な わ ち 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 現 フ レ ー ム の

入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 双 方 が 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は

、 切 り 替 え 可 、 す な わ ち 、 前 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異

な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 可 能 と す る 、 と 判

定 し 、 そ う で な い 場 合 に は 切 り 替 え 不 可 、 す な わ ち 、 前 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を

符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す

る こ と を 許 さ な い 、 と 判 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 上 述 の 例 で は 、 M DCT係 数 列 を 用 い て 高 域 の エ ネ ル ギ ー や 全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高

域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 を 求 め て い る が 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 系 列 や 周 波 数 帯 域 ご と の エ ネ ル

ギ ー の 系 列 を 用 い て 高 域 の エ ネ ル ギ ー や 全 エ ネ ル ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 を

求 め て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ＜ 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ ＞

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係

数 列 が 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ に 適

し て い る か を 判 定 し 、 判 定 結 果 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ） 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 下 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ の 動 作 の 一 例 を 説 明 す る 。 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３

８ ２ は 、 図 ５ に 例 示 す る 各 ス テ ッ プ の 処 理 を 行 う 。 以 下 の 例 で は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の

符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト

ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 で あ り 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 ２ に 例

示 さ れ る 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域
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の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の 例 で は 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 大 き い ま た は ／ お よ び 集 中 度 が 高

い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １

０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 し て い る と 判 定 し 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 小 さ い

ま た は ／ お よ び 集 中 度 が 低 い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域

の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 し て い る と 判 定 し 、 判 定 結 果 を 出 力 す る

。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ス ペ ク ト ル の 起 伏 や 集 中 度 を 推 定 す る 方 法 と し て は 、 何 れ の 方 法 を 採 用 し て も よ い が 、

以 下 の 例 で は 、 ス ペ ク ト ル ま た は そ の 包 絡 の 谷 の 深 さ を 推 定 す る 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

こ の 構 成 で は 、 ス ペ ク ト ル ま た は そ の 包 絡 の 谷 が 浅 い と き に は ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 小 さ く

集 中 度 が 低 い と 判 定 さ れ 、 ス ペ ク ト ル ま た は そ の 包 絡 の 谷 が 深 い と き に は ス ペ ク ト ル の 起

伏 が 大 き く 集 中 度 が 高 い と 判 定 さ れ る 。 ス ペ ク ト ル ま た は そ の 包 絡 の 谷 が 浅 い と い う こ と

は 、 ノ イ ズ フ ロ ア が 高 い と も い え る 。 ま た 、 ス ペ ク ト ル ま た は そ の 包 絡 の 谷 が 深 い と い う

こ と は 、 ノ イ ズ フ ロ ア が 低 い と も い え る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 ま ず 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)

を Pサ ン プ ル ご と の Q個 の 部 分 係 数 列 XS f (1)(n) (n=1, .. . , P), XS  f (2)(n) (n=1, .. . , P

), .. . , XS f (Q)(n) (n=1, .. . , P)に 分 け る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ １ ） 。 Pお よ び Qは 、 P× Q=

Nの 関 係 を 満 た す 正 の 整 数 で あ る 。 P=1で も よ い 。 ま た 、 こ こ で は 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ ま た

は 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 処 理 の 対 象 と な る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 で あ る M DCT係 数 列 X f

(n) (n=1, .. . , N)を 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ で も 用 い る 構 成 と し て い る が 、 M DCT係

数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)と は 別 の 精 度 や 方 法 で 周 波 数 領 域 に 変 換 し て 得 ら れ た 周 波 数 領

域 の 係 数 列 、 例 え ば 、 パ ワ ー ス ペ ク ト ル 系 列 を 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ に よ る 処 理 の

対 象 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 次 に 、 部 分 係 数 列 XS  f (1)(n) (n=1, .. . , P), XS  f (2

)(n) (n=1, .. . , P), .. . , XS  f (Q)(n) (n=1, .. . , P)ご と の パ ワ ー の 平 均 値 ま た は そ の

対 数 値 に よ る 系 列 A VE X S (q) (q=1, … , Q)を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ２ ） 。 パ ワ ー の 平

均 値 は 式 (3)に よ り 求 ま る A VE X S (q)で あ る 。 ま た 、 パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 は 式 (3A)に よ

り 求 ま る A VE X S (q)で あ る 。

【 数 ３ 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 次 に 、 パ ワ ー の 平 均 値 ま た は パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値

に よ る 系 列 A VE X S (1), A VE X S (2) , .. . , A VE X S (Q)の 各 要 素 に つ い て 、 隣 接 す る ２ つ の 要 素

の う ち の い ず れ よ り も 小 さ い か ど う か を 判 定 し 、 判 定 さ れ た 要 素 数 を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ

３ ８ ２ ３ ） 。 す な わ ち 、 式 (4)を 満 た す qの 個 数 Vallyを 求 め る 。

【 数 ４ 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 次 に 、 式 (4)を 満 た す qに 対 応 す る Vally個 の A VE X S (q)
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の 平 均 値 E V 、 す な わ ち 、 谷 の 部 分 領 域 の 平 均 値 E V を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ４ ） 。 A VE X

S (q)が パ ワ ー の 平 均 値 で あ る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ４ で 求 ま る E V は 谷 の 部 分 に お け

る 部 分 領 域 の パ ワ ー の 平 均 値 で あ る 。 A VE X S (q)が パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 で あ る 場 合 に は

、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ４ で 求 ま る E V は 部 分 領 域 の パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 の 谷 の 部 分 に お け

る 平 均 値 で あ る 。 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 ま た 、 す べ て の 部 分 領 域 の パ ワ ー の 平

均 値 ま た は パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ５ ） 。 す べ て の 部 分 領 域

の パ ワ ー の 平 均 値 は 、 M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の パ ワ ー の 平 均 値 で あ り 、 式 (11)

に よ り 求 ま る Eで あ る 。 す べ て の 部 分 領 域 の パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 は 、 M DCT係 数 列 X f (n)

 (n=1, .. . , N)の パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 で あ り 、 式 (11A)に よ り 求 ま る Eで あ る 。

【 数 ５ 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 次 に 、 す べ て の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 Eと 谷 の

部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 所 定 の 閾 値 TH2以 下 で あ る 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル の

谷 が 浅 く 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 の 少 な い か 集 中 度 が 低 い ス ペ ク ト ル で あ る と 推 定 さ れ る

こ と か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０

１ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 す る 。 逆 に す べ て の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 Eと 谷

の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 閾 値 TH2よ り 大 き い 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル の 谷 が

深 く 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 大 き い か 集 中 度 が 高 い ス ペ ク ト ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と

か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の

符 号 化 処 理 が 適 合 す る と 判 定 す る 。 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 何 れ の 符 号 化 処 理 が

適 合 す る か の 情 報 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ６ ） 。 適 合 す る 符 号 化 処 理 の 情 報 は 、 適

合 情 報 と も よ ぶ 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ １ で は 、 部 分 係 数 列 ご と に 異 な る サ ン プ ル 数 と し て も よ い 。 例

え ば 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)を Q個 の 部 分 係 数 列 XS  f (1)(n) (n=1,

 .. . , P 1 ), XS  f (2)(n) (n=1, .. . , P 2 ), . . . , XS  f (Q)(n) (n=1, .. . , P Q )に 分 け て も よ

い 。 P 1 , P 2 , . . . , P Q は 、 P 1 +P 2 +.. .+P Q =Nを 満 た す 正 の 整 数 で あ る 。 ま た 、 P 1 , P 2 , . . . ,

P Q は 、 P 1 ≦ P 2 ≦ ...≦ P Q を 満 た す こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 Qは 正 の 整 数 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ＜ 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ ＞

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 と 、 適 合 符 号 化

処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 と 、 か ら 、 現 フ レ ー ム の 周

波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る か 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る

か を 決 定 し 、 決 定 し た 符 号 化 処 理 を 特 定 可 能 な 符 号 で あ る 切 替 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ

Ｓ ３ ８ ３ ） 。 出 力 し た 切 替 符 号 は 復 号 装 置 ４ ０ ０ に 入 力 さ れ る 。 こ こ で 、 切 替 決 定 部 ３ ８

３ は 、 切 り 替 え 不 可 で あ る 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム が 適 合 す る 符 号 化 処 理 が 何 れ の 符 号 化 処

理 で あ っ た と し て も 、 前 フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を

符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 。 ま た 、 切 り 替 え 可 で あ る 場 合 に は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理

が 何 れ の 符 号 化 処 理 で あ っ た と し て も 、 現 フ レ ー ム が 適 合 す る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の

周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 。 た だ し 、 切 り 替 え 可 で あ る 場 合 で あ っ

て も 、 現 フ レ ー ム が 適 合 す る 符 号 化 処 理 で は な く 前 フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー

ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る と 決 定 す る 場 合 が 含 ま れ て い て も よ い 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】

　 以 下 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ の 動 作 の 一 例 を 説 明 す る 。 以 下 の 例 で は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １

の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク

ト ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 で あ り 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 ２ に

例 示 さ れ る 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 の 隣 接 す る 周 波 数 領

域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 不 可

を 表 す 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適

合 す る か の 情 報 が 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と 同 じ 符

号 化 処 理 を 表 す 場 合 、 に は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処

理 と 同 じ 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と し て

決 定 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 す な わ ち 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符

号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 不

可 を 表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)も 第 一 符 号 化 部 １ ０

１ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第

一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ

の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 、 に も 、

現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)も 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定

す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化

さ れ た 場 合 で あ っ て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 不 可 を

表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)も 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で

符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二 符

号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符

号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 、 に も 、 現 フ

レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)も 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る

。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 可 を 表 す 場 合 、 か つ 、 適 合

符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 が 前 フ レ ー ム の M DCT

係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 、 に は 、 前 フ

レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー

ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る 。 す な わ ち 、 前 フ レ ー

ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ

て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 可 を 表 し 、 適 合 符 号 化 処

理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号

化 処 理 を 表 す 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)は 第 二 符 号 化 部 ２

０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が

第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え

可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 可 を 表 し 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が

適 合 す る か の 情 報 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT

係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)は 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

＜ 切 替 部 ３ ８ ４ ＞

　 切 替 部 ３ ８ ４ は 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ で 決 定 し た 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f

(n) (n=1, .. . , N)が 符 号 化 さ れ る よ う に 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ が 出 力 し た M DCT係 数
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列 X f (n) (n=1, .. . , N)を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ ま た は 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に 入 力 す る よ う

に 制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ４ ） 。 ま た 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N

)の 符 号 化 の た め に 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 x f (n) (n=1, .. . , Nt)も 必 要 で あ る 場 合

に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 x f (n) (n=1, .. . , Nt)も 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ ま た は ／ お

よ び 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に 入 力 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 例 え ば 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に

変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 で あ り 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １

の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 ２ に 例 示 さ れ る 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ

ー を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 で あ

る 場 合 に は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の み で 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 x f (n) (n=1, .. . , Nt

)が 必 要 と な る た め 、 M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に 入 力 す る 場

合 に は 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 x f (n) (n=1, .. . , Nt)も 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に 入 力 す る

。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ＜ 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ ＞

　 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ は 、 共 に 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る 符

号 化 処 理 を 行 う も の で あ る が 、 行 う 符 号 化 処 理 は 互 い に 異 な る 。 す な わ ち 、 第 一 符 号 化 部

１ ０ １ は 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ と は 異 な る 符 号 化 処 理 に よ り 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係

数 列 を 符 号 化 し 、 得 ら れ た 符 号 で あ る 第 一 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 ま た 、

第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と は 異 な る 符 号 化 処 理 に よ り 現 フ レ ー ム の 周

波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 し 、 得 ら れ た 符 号 で あ る 第 二 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０

１ ） 。 例 え ば 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ は 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル

包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 を 行 い 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ は 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の

平 均 エ ネ ル ギ ー を 用 い た 符 号 化 処 理 を 行 う 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 以 下 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 動 作 の 一 例 を 説 明 す る 。 以 下 の 例 で

は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可

能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 で あ り 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号

化 処 理 が 非 特 許 文 献 ２ に 例 示 さ れ る 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー を 隣

接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 こ の 例 で は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に よ る 第 一 符 号 化 処 理 は 、 図 ８ の 左 に 例 示 す る よ う に

線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 で 周 波 数 領 域 の ス ペ ク ト ル 包 絡 形 状 を 表 現 す る も の で あ る

。 一 方 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に よ る 第 二 符 号 化 処 理 は 、 図 ８ の 右 に 例 示 す る よ う に ス ケ ー

ル ・ フ ァ ク タ ・ バ ン ド （ 周 波 数 領 域 係 数 列 の 複 数 の 領 域 へ の 区 分 ） で 包 絡 形 状 を 表 現 す る

も の で あ る 。 第 二 符 号 化 処 理 に よ れ ば 、 各 領 域 の 平 均 の 高 さ の 差 分 値 の 可 変 長 符 号 化 を 使

う た め 、 平 均 値 が 滑 ら か に 変 化 す る 場 合 に 、 非 常 に 効 率 が よ い と 言 え る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 決 定 部 ３ ８ ０ の 決 定 又 は 選 択 の 結 果 に 基 づ い て 、 周 波 数 領 域 で の 複 数 の 符 号 化 処 理 で あ

る 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 処 理 及 び 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 処 理 の う ち の 一 方 が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ＜ 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ ＞

　 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ は 、 線 形 予 測 分 析 符 号 化 部 １ ２ ０ 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 １

３ ０ 、 包 絡 正 規 化 部 １ ４ ０ 、 正 規 化 係 数 符 号 化 部 １ ５ ０ を 備 え て い る 。 第 一 符 号 化 部 １ ０

１ に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)と 入 力 音 響 信 号 x  f (n) (n=1, .. . ,

 Nt)が 入 力 さ れ 、 線 形 予 測 係 数 符 号 CL f と 正 規 化 係 数 符 号 CN f を 含 む 第 一 符 号 が 出 力 さ れ る

。 出 力 さ れ た 第 一 符 号 は 復 号 装 置 ４ ０ ０ に 入 力 さ れ る 。 な お 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ は 、 非

特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 符 号 化 処 理 か ら 入 力 音 響 信 号 を 周 波 数 領 域 の 係 数 列 に 変 換 す る 部

分 を 除 い た も の で あ る 。 す な わ ち 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ と 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と で 行
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わ れ る 符 号 化 処 理 は 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 符 号 化 処 理 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ＜ 線 形 予 測 分 析 符 号 化 部 １ ２ ０ ＞

　 線 形 予 測 分 析 符 号 化 部 １ ２ ０ は 、 入 力 音 響 信 号 x f (n) (n=1, .. . , Nt)を 線 形 予 測 分 析 し

て 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 求 め 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 符 号 化 し て 、

線 形 予 測 係 数 符 号 CL f と 、 線 形 予 測 係 数 符 号 CL f に 対 応 す る 量 子 化 さ れ た 線 形 予 測 係 数 に 変

換 可 能 な 係 数 と 、 を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ） 。 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数

と は 、 線 形 予 測 係 数 そ の も の 、 PARCOR係 数 （ 偏 自 己 相 関 係 数 ） ま た は LSPパ ラ メ ー タ な ど

で あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ＜ ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 １ ３ ０ ＞

　 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 １ ３ ０ は 、 線 形 予 測 分 析 符 号 化 部 １ ２ ０ が 得 た 量 子 化 さ れ

た 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 W f (n) (n=1, ..

. , N)を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ） 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ＜ 包 絡 正 規 化 部 １ ４ ０ ＞

　 包 絡 正 規 化 部 １ ４ ０ は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 １ ３ ０ が 得 た パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包

絡 係 数 列 W f (n) (n=1, .. . , N)を 用 い て 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ が 得 た M DCT係 数 列 の 各

係 数 X f (n) (n=1, .. . , N)を 正 規 化 し 、 正 規 化 M DCT係 数 列 X N f (n) (n=1, .. . , N)を 出 力 す

る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ） 。 す な わ ち 、 M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の 各 係 数 を パ ワ ー

ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 W f (n) (n=1, .. . , N)に 含 ま れ る 対 応 す る 係 数 で 除 し た 値 に よ る 系

列 を 正 規 化 M DCT係 数 列 X N f (n) (n=1, .. . , N)と し て 求 め る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ＜ 正 規 化 係 数 符 号 化 部 １ ５ ０ ＞

　 正 規 化 係 数 符 号 化 部 １ ５ ０ は 、 包 絡 正 規 化 部 １ ４ ０ が 得 た 正 規 化 M DCT係 数 列 X N f (n) (n=

1, .. . , N)を 符 号 化 し て 正 規 化 係 数 符 号 CN f を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ） 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ＜ 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ ＞

　 ま た 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ は 、 領 域 分 割 部 ２ ２ ０ 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号

化 部 ２ ４ ０ 、 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ を 備 え て い る 。 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に は 、 現 フ レ ー ム の

M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)が 入 力 さ れ 、 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 Ｃ Ａ ｆ と 係 数 符 号 CＤ f

を 含 む 第 二 符 号 が 出 力 さ れ る 。 出 力 さ れ た 第 二 符 号 は 復 号 装 置 ４ ０ ０ に 入 力 さ れ る 。 な お

、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ は 、 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 符 号 化 処 理 か ら 入 力 音 響 信 号 を 周 波

数 領 域 の 係 数 列 に 変 換 す る 部 分 を 除 い た も の で あ る 。 す な わ ち 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０

と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ と で 行 わ れ る 符 号 化 処 理 は 、 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 符 号 化 処 理

と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ＜ 領 域 分 割 部 ２ ２ ０ ＞

　 領 域 分 割 部 ２ ２ ０ は 、 周 波 数 領 域 変 換 部 １ １ ０ が 得 た M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)

を 低 域 の 部 分 領 域 ほ ど サ ン プ ル 数 が 少 な く 高 域 の 部 分 領 域 ほ ど サ ン プ ル 数 が 多 い 複 数 の 部

分 領 域 に 分 け る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ０ ） 。 部 分 領 域 の 個 数 を Rと し 、 各 部 分 領 域 に 含 ま れ る

サ ン プ ル 数 を S 1 , . . . , S R と す る と 、 M DCT係 数 列 の 各 係 数 X f (n) (n=1, .. . , N)は 、 最 低 域

の サ ン プ ル か ら 順 に 各 部 分 領 域 に 、 XB f (1)(n) (n=1, .. . , S 1 ), XB f (2)(n) (n=1, .. . , S

2 ), . . . , XB f (R)(n) (n=1, .. . , S R )と 分 け ら れ る こ と に な る 。 Rお よ び S 1 , . . . , S R は 正

の 整 数 で あ る 。 S 1 , . . . , S R は 、 S 1 ≦ S 2 ≦ ... ≦ S R の 関 係 を 満 た す と す る 。 XB f (1)(n) (n=

1, .. . , S 1 ), XB f (2)(n) (n=1, .. . , S 2 ), . . . , XB f (R)(n) (n=1, .. . , S R )を 部 分 領 域 係

数 列 と 呼 ぶ 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ＜ 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ ＞

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ は 、 領 域 分 割 部 ２ ２ ０ が 得 た 各 部 分 領 域
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に つ い て 、 部 分 領 域 に 含 ま れ る 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー を 求 め 、 部 分 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー

そ れ ぞ れ に つ い て 対 数 軸 で 量 子 化 し 、 隣 接 す る 部 分 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 軸 で の 量

子 化 値 と の 差 を 可 変 長 符 号 化 し 、 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 CA f を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ０ ） 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ は 、 ま ず 、 各 部 分 領 域 r (r=1, .. . , R)

の 平 均 エ ネ ル ギ ー E X B (r) (r=1, .. . , R)を 式 (5)に よ り 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ０ １ ） 。

【 数 ６ 】

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ は 、 次 に 、 各 部 分 領 域 に つ い て 、 平 均 エ

ネ ル ギ ー E X B (r) (r=1, .. . , R)の 対 数 領 域 で の ス カ ラ 量 子 化 を 行 い 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対

数 領 域 で の 量 子 化 値 Q(log(E X B (r))) (r=1, .. . , R)を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ０ ２ ） 。 平

均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ は 、 次 に 、 各 部 分 領 域 に つ い て 、 平 均 エ ネ ル

ギ ー の 対 数 領 域 で の 量 子 化 値 Q(log(E X B (r)))と 隣 接 す る 部 分 領 域 に 含 ま れ る 係 数 の 平 均

エ ネ ル ギ ー の 対 数 領 域 で の 量 子 化 値 Q(log(E X B (r-1)))と の 差 DiffE X B (r)を 求 め る （ ス テ

ッ プ Ｓ ２ ４ ０ ３ ） 。 た だ し 、 r=1の 場 合 は 、 平 均 エ ネ ル ギ ー E X B (1)の 対 数 値 の ス カ ラ 量 子

化 値 Q(log(E X B (r)))そ の も の を DiffE X B (1)と す る 。 DiffE X B (r) (r=1, .. . , R)を 平 均 対

数 エ ネ ル ギ ー 差 分 と 呼 ぶ 。 す な わ ち 、 DiffE X B (r) (r=1, .. . , R)は 式 (6)に よ り 求 ま る 。

た だ し 、 Q()を 、 ス カ ラ 量 子 化 関 数 と し 、 入 力 を 予 め 定 め た 値 で 正 規 化 （ 除 算 ） し て 得 ら

れ た 値 の 小 数 部 分 を 四 捨 五 入 し て 得 ら れ る 整 数 値 を 出 力 す る 関 数 と す る 。

【 数 ７ 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ は 、 次 に 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 Diff

E X B (r) (r=1, .. . , R)を 可 変 長 符 号 化 し て 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 CA f を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ２

４ ０ ４ ） 。 な お 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 DiffE X B (r)の 絶 対 値 が 小 さ い 場 合 の ほ う が 統 計

的 な 出 現 頻 度 が 高 い の で 、 可 変 長 符 号 は 、 絶 対 値 が 大 き い 場 合 よ り も 符 号 量 が 少 な く な る

よ う に 、 予 め 決 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー の 領 域 ご と の 変 動 が 小 さ い

場 合 、 す な わ ち ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 小 さ い 場 合 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 集 中 度 が 低 い 場 合

に は 、 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 CA f の 符 号 の 長 さ を 短 く で き る 傾 向 が あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ＜ 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ ＞

　 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ は 、 領 域 分 割 部 ２ ２ ０ が 得 た 部 分 領 域 係 数 列 XB f (1)(n) (n=1, .. . ,

 S 1 ), XB f (2)(n) (n=1, .. . , S 2 ), . . . , XB f (R)(n) (n=1, .. . , S R )の 各 係 数 を 、 平 均 対

数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ が 得 た 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 領 域 で の 量 子 化 値 Q(

log(E X B (r)) (r=1, .. . , R)を 用 い て 、 例 え ば ス カ ラ 量 子 化 し て 、 係 数 符 号 CD f を 得 る （

ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ０ ） 。 こ の ス カ ラ 量 子 化 に 用 い る 量 子 化 ス テ ッ プ 幅 や 量 子 化 ビ ッ ト 数 は 、

領 域 分 割 部 ２ ２ ０ が 得 た 部 分 領 域 係 数 列 XB f (1)(n) (n=1, .. . , S 1 ), XB f (2)(n) (n=1, ..

. , S 2 ), . . . , XB f (R)(n) (n=1, .. . , S R )ご と に 平 均 エ ネ ル ギ ー の 量 子 化 値 Q(E X B (r)) (r=

1, .. . , R)か ら 決 定 す る 。 な お 、 平 均 エ ネ ル ギ ー の 量 子 化 値 Q(E X B (r)) (r=1, .. . , R)は

、 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 領 域 で の 量 子 化 値 Q(log(E X B (r)) (r=1, .. . , R)を 式 (7)に よ り

線 形 領 域 の 値 と す る こ と に よ り 求 ま る 。

【 数 ８ 】
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【 ０ ０ ６ ８ 】

　 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ は 、 ま ず 、 各 領 域 に 対 応 す る 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 領 域 で の 量 子 化

値 Q(log(E X B (r)) (r=1, .. . , R)と そ の 値 と 周 波 数 で 推 定 さ れ る 聴 覚 上 識 別 で き な い ス ペ

ク ト ル レ ベ ル の エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 の 差 の 値 を 考 慮 し 、 係 数 符 号 CD f の 符 号 量 と し て 与 え

ら れ た ビ ッ ト 数 を 各 部 分 領 域 係 数 列 の 各 係 数 に 配 分 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ０ １ ） 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ は 、 次 に 、 各 部 分 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 量 子 化 値 Q(E X B (r)) (r=1

, .. . , R)と 配 分 さ れ た ビ ッ ト 数 か ら 、 各 部 分 領 域 係 数 列 の 各 係 数 の ス カ ラ 量 子 化 の ス テ

ッ プ 幅 を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ０ ２ ） 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ は 、 次 に 、 各 部 分 領 域 係 数 列 の 各 係 数 を 、 決 め ら れ た ス テ ッ プ 幅 と

ビ ッ ト 数 で 量 子 化 し 、 さ ら に 量 子 化 さ れ た 各 係 数 の 整 数 値 を 可 変 長 符 号 化 し て 、 係 数 符 号

CD f を 得 る (ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ０ ３ ） 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ＜ 復 号 装 置 ４ ０ ０ ＞

　 復 号 装 置 ４ ０ ０ の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。 復 号 装 置 ４ ０ ０ は 、 切 替 部 ４ ８ ０ 、 第 一 復 号 部 ４

０ １ 及 び 第 二 復 号 部 ５ ０ １ を 備 え て い る 。 第 一 復 号 部 ４ ０ １ は 、 例 え ば 、 線 形 予 測 復 号 部

４ ２ ０ 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 ４ ３ ０ 、 正 規 化 係 数 復 号 部 ４ ５ ０ お よ び 包 絡 逆 正 規

化 部 ４ ４ ０ を 備 え て い る 。 第 二 復 号 部 ５ ０ １ は 、 例 え ば 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長

復 号 部 ５ ４ ０ 及 び 係 数 復 号 部 ５ ５ ０ を 備 え て い る 。 復 号 装 置 ４ ０ ０ に は 、 所 定 の 時 間 区 間

で あ る フ レ ー ム 単 位 で 、 切 替 符 号 と 入 力 符 号 を 含 む 符 号 が 入 力 さ れ る 。 第 一 符 号 化 部 １ ０

１ で 符 号 化 さ れ た フ レ ー ム の 場 合 に は 入 力 符 号 は 線 形 予 測 係 数 符 号 CL f と 正 規 化 係 数 符 号 C

N f を 含 み 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た フ レ ー ム の 場 合 に は 入 力 符 号 は 平 均 エ ネ ル

ギ ー 符 号 CA f と 係 数 符 号 CD f を 含 む 。 以 下 で は 、 現 在 処 理 の 対 象 と な っ て い る フ レ ー ム が f

番 目 の フ レ ー ム で あ る と し て 、 各 部 の 具 体 処 理 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 以 下 、 復 号 装 置 ４ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 ＜ 切 替 部 ４ ８ ０ ＞

　 切 替 部 ４ ８ ０ は 、 入 力 さ れ た 切 替 符 号 か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 符 号 を 第 一 復 号 部 ４ ０ １

で 復 号 す る か 第 二 復 号 部 ５ ０ １ で 復 号 す る か を 決 定 し 、 決 定 し た 復 号 処 理 を 行 え る よ う 、

入 力 符 号 を 第 一 復 号 部 ４ ０ １ ま た は 第 二 復 号 部 ５ ０ １ に 入 力 す る よ う 制 御 を 行 う （ ス テ ッ

プ Ｓ ４ ８ ０ ） 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 具 体 的 に は 、 切 替 部 ４ ８ ０ は 、 入 力 さ れ た 切 替 符 号 が 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処

理 を 特 定 す る 符 号 、 す な わ ち 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を

用 い た 符 号 化 処 理 を 特 定 す る 符 号 で あ る 場 合 に は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 対

応 す る 復 号 処 理 を 行 う 第 一 復 号 部 ４ ０ １ に 入 力 符 号 を 入 力 す る よ う 制 御 す る 。 ま た 、 入 力

さ れ た 切 替 符 号 が 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 特 定 す る 符 号 、 す な わ ち 、 区 分 し

た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー を 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー と の 差

分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 を 特 定 す る 符 号 で あ る 場 合 に は 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １

の 符 号 化 処 理 に 対 応 す る 復 号 処 理 を 行 う 第 二 復 号 部 ５ ０ １ に 入 力 符 号 を 入 力 す る よ う 制 御

す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 ＜ 第 一 復 号 部 ４ ０ １ ＞

　 第 一 復 号 部 ４ ０ １ は 、 線 形 予 測 復 号 部 ４ ２ ０ 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 ４ ３ ０ 、 正

規 化 係 数 復 号 部 ４ ５ ０ 、 包 絡 逆 正 規 化 部 ４ ４ ０ を 備 え て い る 。 第 一 復 号 部 ４ ０ １ に は 、 現

フ レ ー ム の 線 形 予 測 係 数 符 号 CL f と 正 規 化 係 数 符 号 CN f が 入 力 さ れ 、 周 波 数 領 域 の 係 数 列 X f

(n) (n=1, .. . , N)が 出 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】
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　 ＜ 線 形 予 測 復 号 部 ４ ２ ０ ＞

　 線 形 予 測 復 号 部 ４ ２ ０ は 、 入 力 符 号 に 含 ま れ る 線 形 予 測 係 数 符 号 CL f を 復 号 し て 復 号 さ

れ た 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 を 得 る 。 復 号 さ れ た 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 は

、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 線 形 予 測 分 析 符 号 化 部 １ ２ ０ が 得 た 量 子 化 さ れ た 線 形 予 測 係 数 に 変

換 可 能 な 係 数 と 同 じ も の で あ る 。 ま た 、 線 形 予 測 復 号 部 ４ ２ ０ が 行 う 復 号 処 理 は 、 符 号 化

装 置 ３ ０ ０ の 線 形 予 測 分 析 符 号 化 部 １ ２ ０ は 行 う 符 号 化 処 理 と 対 応 す る も の で あ る 。 な お

、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 と は 、 線 形 予 測 係 数 そ の も の 、 PARCOR係 数 （ 偏 自 己 相 関

係 数 ） ま た は LSPパ ラ メ ー タ な ど で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 ＜ ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 ４ ３ ０ ＞

　 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 ４ ３ ０ は 、 線 形 予 測 復 号 部 ４ ２ ０ が 得 た 復 号 さ れ た 線 形 予

測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 対 応 す る パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 W f (n) (n=1, .. . , N)を

得 て 出 力 す る 。 た だ し 、 Nは 、 周 波 数 領 域 で の サ ン プ ル 数 で あ り 、 正 の 整 数 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 ＜ 正 規 化 係 数 復 号 部 ４ ５ ０ ＞

　 正 規 化 係 数 復 号 部 ４ ５ ０ は 、 入 力 さ れ た 正 規 化 係 数 符 号 CN f を 復 号 し て 復 号 正 規 化 M DCT

係 数 列 ^X N f (n) (n=1, .. . , N)を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ ０ ） 。 こ こ で 、 正 規 化 係 数 復 号 部

４ ５ ０ が 行 う 復 号 処 理 は 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 正 規 化 係 数 符 号 化 部 １ ５ ０ が 行 う 符 号 化 処

理 と 対 応 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ で M DCTで は な い 周 波 数 領 域 へ の 変

換 処 理 が 行 わ れ た 場 合 に は 、 ^X N f (n) (n=1, .. . , N)は 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 周 波 数 領 域

へ の 変 換 処 理 に 対 応 す る M DCTで は な い 領 域 の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 で あ る 。 な お 、 復 号 正 規

化 M DCT係 数 列 ^X N f (n) (n=1, .. . , N)は 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 正 規 化 係 数 符 号 化 部 １ ５ ０

に 入 力 さ れ た 正 規 化 M DCT係 数 列 X N f (n) (n=1, .. . , N)に 対 応 す る も の で あ る が 、 そ れ ぞ れ

の 係 数 に は 量 子 化 誤 差 が 含 ま れ る た め 、 X N f (n) に "^"を 付 し た ^X N f (n)と し て あ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 ＜ 包 絡 逆 正 規 化 部 ４ ４ ０ ＞

　 包 絡 逆 正 規 化 部 ４ ４ ０ は 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 生 成 部 ４ ３ ０ が 得 た パ ワ ー ス ペ ク ト ル

包 絡 係 数 列 W f (n) (n=1, .. . , N)を 用 い て 、 正 規 化 係 数 復 号 部 ４ ５ ０ が 得 た 復 号 正 規 化 M DC

T係 数 列 の 各 係 数 ^X N f (n) (n=1, .. . , N)を 逆 正 規 化 し 、 復 号 M DCT係 数 列 ^X N f (n) (n=1, ..

. , N)を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ０ ） 。 す な わ ち 、 復 号 正 規 化 M DCT係 数 列 X N f (n) (n=1,

. . . , N)の 各 係 数 と パ ワ ー ス ペ ク ト ル 包 絡 係 数 列 W f (n) (n=1, .. . , N) の 各 係 数 と を 対 応

す る 係 数 同 士 を 乗 算 し て 得 ら れ る 値 に よ る 系 列 を 復 号 M DCT係 数 列 ^X f (n) (n=1, .. . , N)と

し て 求 め る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 ＜ 第 二 復 号 部 ５ ０ １ ＞

　 第 二 復 号 部 ５ ０ １ は 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ 、 係 数 復 号 部 ５ ５ ０

を 備 え て い る 。 第 二 復 号 部 ５ ０ １ に は 、 現 フ レ ー ム の 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 CA f と 係 数 符 号 C

D f が 入 力 さ れ 、 周 波 数 領 域 の 係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N) が 出 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ＜ 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ ＞

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ は 、 入 力 さ れ た 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 CA f を

復 号 し て 部 分 領 域 の 復 号 平 均 エ ネ ル ギ ー Q(E X B (r)) (r=1, .. . , R)を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ５

４ ０ ） 。 な お 、 復 号 平 均 エ ネ ル ギ ー は 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ で 得 ら れ

る 平 均 エ ネ ル ギ ー の 量 子 化 値 と 同 じ も の で あ る の で 、 同 じ 記 号 Q(E X B (r))を 用 い て い る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ は 、 ま ず 、 平 均 エ ネ ル ギ ー 符 号 CA f を 復 号

し て 各 部 分 領 域 の 対 数 領 域 で の エ ネ ル ギ ー の 差 DiffE X B (r) (r=1, .. . , R)を 得 る （ ス テ ッ

プ Ｓ ５ ４ ０ １ ） 。 こ こ で 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ が 行 う 復 号 処 理 は

、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ は 行 う 符 号 化 処 理 と

対 応 す る も の で あ る 。 な お 、 各 部 分 領 域 の 対 数 領 域 で の エ ネ ル ギ ー の 差 は 、 符 号 化 装 置 ３
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０ ０ の 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ で 得 ら れ る 各 部 分 領 域 の 対 数 領 域 で

の エ ネ ル ギ ー の 差 と 同 じ も の で あ る の で 、 同 じ 記 号 DiffE X B (r)を 用 い て い る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ は 、 次 に 、 部 分 領 域 ご と に 、 対 数 領 域 で の

エ ネ ル ギ ー の 差 DiffE X B (r) (r=1, .. . , R)を 隣 接 す る 部 分 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 領

域 で の 復 号 値 Q(log(E X B (r-1)))に 加 算 し て 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 領 域 で の 復 号 値 Q(log(E

X B (r))を 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ ０ ２ ） 。 な お 、 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 領 域 で の 復 号 値 は

、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 符 号 化 部 ２ ４ ０ で 得 ら れ る 平 均 エ ネ

ル ギ ー の 対 数 領 域 で の 量 子 化 値 と 同 じ も の で あ る の で 、 同 じ 記 号 Q(log(E X B (r))を 用 い て

い る 。

【 数 ９ 】

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ は 、 次 に 、 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 領 域 で の

復 号 値 Q(log(E X B (r-1))) (r=1, .. . , R)を 線 形 領 域 の 値 と し た も の を 復 号 平 均 エ ネ ル ギ ー

Q(E X B (r)) (r=1, .. . , R)と し て 得 る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ ０ ３ ） 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 ＜ 係 数 復 号 部 ５ ５ ０ ＞

　 係 数 復 号 部 ５ ５ ０ は 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号 部 ５ ４ ０ で 得 ら れ た 復 号 平 均

エ ネ ル ギ ー Q(E X B (r)) (r=1, .. . , R)を 用 い て 、 係 数 符 号 CD f を 復 号 し て 復 号 係 数 列 ^X f (n

) (n=1, .. . , N)を 得 る (ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ ０ ） 。 こ こ で 、 係 数 復 号 部 ５ ５ ０ が 行 う 復 号 処 理

は 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ が 行 う 符 号 化 処 理 と 対 応 す る も の で あ る 。 入

力 さ れ た 係 数 符 号 CD f は 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 係 数 符 号 化 部 ２ ５ ０ で 各 部 分 領 域 係 数 列 の

各 係 数 を 可 変 長 符 号 化 し て 得 ら れ た も の で あ る の で 、 係 数 符 号 CD f の う ち の 各 係 数 に 対 応

す る 符 号 部 分 の 符 号 長 は 自 動 的 に 復 元 で き る 。 ま た 、 平 均 対 数 エ ネ ル ギ ー 差 分 可 変 長 復 号

部 ５ ４ ０ で 得 ら れ た 復 号 平 均 エ ネ ル ギ ー Q(E X B (r))か ら 各 領 域 の 量 子 化 ス テ ッ プ 幅 が 求 ま

る 。 こ れ ら に よ り 、 係 数 符 号 CD f か ら 周 波 数 領 域 の 復 号 M DCT係 数 列 ^X f (n) (n=1, .. . , N)

を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 ＜ 時 間 領 域 変 換 部 ４ １ ０ ＞

　 時 間 領 域 変 換 部 ４ １ ０ は 、 N点 の 復 号 M DCT係 数 列 ^X f (n) (n=1, .. . , N)を 時 間 領 域 に 変

換 し て 復 号 音 響 信 号 ^x f (n) (n=1, .. . , Nt)を 得 て 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ０ ） 。 た だ

し 、 Ntは 、 時 間 領 域 で の サ ン プ ル 数 で あ り 、 正 の 整 数 で あ る 。 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ の 周 波 数

領 域 変 換 部 １ １ ０ で M DCTで は な い 周 波 数 領 域 へ の 変 換 が 行 わ れ た 場 合 に は 、 そ の 変 換 処 理

に 対 応 す る 時 間 領 域 へ の 変 換 処 理 を 行 え ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 第 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 の エ ネ ル ギ ー が 小 さ い 場 合 に の み 符 号 化 処

理 及 び 復 号 処 理 の 切 り 替 え を 行 う こ と が で き る た め 、 高 域 成 分 の 量 子 化 特 性 が 異 な る 複 数

の 符 号 化 処 理 及 び 復 号 処 理 が 実 装 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 、 受 聴 者 が 不 自 然 に 感 じ る こ

と の 少 な い 復 号 音 響 信 号 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 第 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ま た 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡

を 用 い た 符 号 化 処 理 と 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー を 用 い た 符 号 化 処

理 と の う ち 入 力 音 響 信 号 に 適 し た 符 号 化 処 理 と を 、 実 際 に 符 号 化 し て み る こ と な く 選 択 す

る こ と が で き る た め 、 少 な い 演 算 処 理 量 で 入 力 音 響 信 号 に 適 し た 符 号 化 処 理 を 行 う こ と が

可 能 と な る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 第 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 さ ら に 、 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包
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絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 と 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー を 用 い た 符 号 化

処 理 と の う ち か ら 符 号 化 処 理 と を 選 択 し て 符 号 化 で き る た め 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル

の 起 伏 が 大 き い 場 合 や 集 中 度 が 高 い 場 合 で あ っ て も そ う で な い 場 合 で あ っ て も 、 入 力 音 響

信 号 の 特 性 に よ ら ず に 効 率 の 良 い 符 号 化 処 理 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

［ 第 二 実 施 形 態 ］

　 第 一 実 施 形 態 で は 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ が 大 き い 場 合 に は 必

ず 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 同 じ 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化

し て い た が 、 第 二 実 施 形 態 は 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ が 大 き い 場

合 で あ っ て も 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る 状 態 次 第 で は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処

理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 す も の で

あ る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 は 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー が 小 さ い 場 合 に は

、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と

し 、 そ う で な い 場 合 に は 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る 状 態 に 従 っ て 、 前 フ レ ー ム

と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と す る か 、 前 フ

レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る か 、 を 決 定 す る も の で

あ る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 構 成 は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 じ 図 １ で あ る 。 第 二 実 施 形 態 の

符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 決 定 部 ３ ８ ０ 内 の 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ と 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ の 処 理

が 異 な る 部 分 以 外 は 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ と 同 じ で あ る 。 第 二 実 施 形 態 の 復

号 装 置 の 構 成 は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 じ 図 ２ で あ り 、 各 部 の 処 理 も 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置

と 同 じ で あ る 。 以 下 で は 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ と 異 な る 処 理 を 行 う 決 定 部 ３

８ ０ 内 の 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ と 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 ＜ 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ ＞

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ

と 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が

所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 に は 、 切 り 替 え 可 、 す な わ ち 、 前 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数

列 を 符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号

化 す る こ と を 可 能 と す る 、 と 判 定 し 、 判 定 結 果 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ １ ） 。 上 記 以

外 の 場 合 に は 、 切 り 替 え 可 で あ る と も 切 り 替 え 不 可 と も 判 定 せ ず 、 何 れ と も 判 定 し な か っ

た こ と を 表 す 情 報 を 判 定 結 果 と し て 出 力 す る か 、 判 定 結 果 を 出 力 し な い 。 入 力 音 響 信 号 の

高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と し て は 、 高 域 の エ ネ ル ギ ー を 用 い て も よ い し 、 全 エ ネ ル

ギ ー に 対 す る 高 域 の エ ネ ル ギ ー の 割 合 を 用 い て も よ い の は 第 一 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 ＜ 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ ＞

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 と 、 適 合 符 号 化

処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 と 、 入 力 音 響 信 号 か ら 求 ま

る 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る か 否 か の 状 態 と か ら 、 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係

数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る か 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る か を 決 定 し 、

決 定 し た 符 号 化 処 理 を 特 定 可 能 な 符 号 で あ る 切 替 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ Ｂ ）

。 出 力 し た 切 替 符 号 は 復 号 装 置 ４ ０ ０ に 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 可 で あ る 場 合 に は 、 す な わ

ち 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー が 小 さ い 場 合 に は 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 第 一 実

施 形 態 の 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ と 同 じ 処 理 を 行 う 。 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否

の 情 報 が 何 れ と も 判 定 し な か っ た こ と を 表 す 場 合 、 ま た は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ に 判 定
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結 果 が 入 力 さ れ な か っ た 場 合 、 す な わ ち 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー が 大 き い

場 合 に は 、 入 力 音 響 信 号 か ら 求 ま る 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る か 否 か の 状 態 に 基

づ い て 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列

を 符 号 化 す る こ と を 許 す か 否 か を 決 定 す る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 以 下 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ の 動 作 の う ち 第 一 実 施 形 態 の 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ と 異 な る 部 分 、

す な わ ち 、 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー が 大 き い 場 合 の 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ の 動 作

の 一 例 を 説 明 す る 。 以 下 の 例 で は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化

処 理 が 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡

を 用 い た 符 号 化 処 理 で あ り 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 ２ に 例 示 さ れ

る 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 の 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均

エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 で あ る 。 切 替 決 定 部 ３ ８ ３

は 、 例 え ば 図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ １ Ｂ か ら Ｓ ３ ８ ３ ６ Ｂ の 処 理 を 行 う 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 ま ず 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)を Pサ ン プ ル

ご と の Q個 の 部 分 係 数 列 XS f (1)(n) (n=1, .. . , P), XS f (2)(n) (n=1, .. . , P), .. . , XS f (

Q)(n) (n=1, .. . , P)に 分 け る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ １ Ｂ ） 。 Pお よ び Qは 、 P× Q=Nの 関 係 を

満 た す 正 の 整 数 で あ る 。 P=1で も よ い 。 ま た 、 こ こ で は 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ ま た は 第 二 符

号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 処 理 の 対 象 と な る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 で あ る M DCT係 数 列 X f (n) (n=1

, .. . , N)を 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ で も 用 い る 構 成 と し て い る が 、 M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. .

, N)と は 別 の 精 度 や 方 法 で 周 波 数 領 域 に 変 換 し て 得 ら れ た 周 波 数 領 域 の 係 数 列 、 例 え ば 、

パ ワ ー ス ペ ク ト ル 系 列 を 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ に よ る 処 理 の 対 象 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 次 に 、 部 分 係 数 列 XS  f (1)(n) (n=1, .. . , P), XS f (2)(n) (n=1,

. . . , P), .. . , XS f (Q)(n) (n=1, .. . , P)ご と の パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 に よ る 系 列 A VE X S

(q) (q=1, … , Q)を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ２ Ｂ ） 。 部 分 係 数 列 ご と の パ ワ ー の 平 均 値

の 対 数 値 は 式 (3A)に よ り 求 ま る A VE X S (q)で あ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 ま た 、 M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数

値 を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ３ Ｂ ） 。 M DCT係 数 列 の パ ワ ー の 平 均 値 の 対 数 値 は 式 (9)に

よ り 求 ま る A VE T o t a l で あ る 。

【 数 １ ０ 】

【 ０ １ ０ ０ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 次 に 、 qが あ ら か じ め 設 定 し た Q L o w （ た だ し 、 1<Q L o w ） か ら Q H i g h

（ た だ し 、 Q L o w ≦ Q H i g h ≦ Q） の 範 囲 内 、 す な わ ち 、 予 め 定 め た 高 域 側 に あ る １ つ ま た は 複

数 の 部 分 領 域 の 範 囲 内 、 で 式 (10)を 満 た す A VE X S (q)の 個 数 、 す な わ ち ピ ー ク の 領 域 の 個 数

を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ４ Ｂ ） 。 μ お よ び λ は 正 の 定 数 で あ る 。

【 数 １ １ 】

【 ０ １ ０ １ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 次 に 、 ピ ー ク の 領 域 の 個 数 が 閾 値 TH3以 下 で あ る 場 合 に は 、 現 フ

レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る と 判 定 し 、 ピ ー ク の 領 域 の 個 数 が 閾 値 TH3を

超 え る 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で な い と 判 定 す る （ ス テ ッ プ

Ｓ ３ ８ ３ ５ Ｂ ） 。 こ こ で 、 閾 値 TH3は 、 現 フ レ ー ム に 近 い 過 去 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号
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の 高 域 成 分 が 疎 で あ る 場 合 に は 現 フ レ ー ム に 近 い 過 去 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成

分 が 疎 で な い 場 合 よ り も 大 き な 値 と な る よ う に 予 め 定 め ら れ た 規 則 に よ り 決 定 さ れ る 値 で

あ る 。 例 え ば 、 現 フ レ ー ム に 近 い 過 去 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る 場

合 に は 予 め 定 め た TH3_1を 閾 値 TH3と し 、 現 フ レ ー ム に 近 い 過 去 の フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号

の 高 域 成 分 が 疎 で な い 場 合 は TH3_1よ り 小 さ い 値 で あ る 予 め 定 め た TH3_2を 閾 値 TH3と す る

。 こ こ で 、 現 フ レ ー ム に 近 い 過 去 の フ レ ー ム と は 、 例 え ば 前 フ レ ー ム や ２ つ 前 の フ レ ー ム

な ど で あ る 。 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る か 否 か の 判 定 結 果 は 少 な く

と も ２ フ レ ー ム 後 ま で 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ 内 に 記 憶 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 次 に 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 、 現 フ レ ー ム 及 び 現 フ レ ー ム に

近 い 過 去 の フ レ ー ム に つ い て の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 が 疎 で あ る か 否 か の 判 定 結 果 と 、

に 基 づ い て 、 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ と 第 二 符 号 化 部 ２ ０

１ の 何 れ で 符 号 化 す る か を 決 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ６ Ｂ ） 。 す な わ ち 、 前 フ レ ー ム の

符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許

す か 否 か を 決 定 す る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 の フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第

一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 に つ い て は 、 現 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で な く 、 か

つ 、 前 フ レ ー ム と ２ つ 前 の フ レ ー ム の 少 な く と も 何 れ か で 高 域 成 分 が 疎 で あ る 場 合 に は 、

現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る こ と を

決 定 可 能 と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)を 第

一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 。 す な わ ち 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 の フ

レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 に

つ い て は 、 現 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で な く 、 か つ 、 前 フ レ ー ム と ２ つ 前 の フ レ ー ム の 少

な く と も 何 れ か で 高 域 成 分 が 疎 で あ る 場 合 に は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化

処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 前

フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す

る こ と を 許 さ な い 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 の フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二

符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 に つ い て は 、 (1)現 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で あ り か

つ 前 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で な い 場 合 、 ま た は 、 (2)現 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で あ り

か つ 前 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で あ り か つ ２ つ 前 の フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で な い 場 合 、

に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る

こ と を 決 定 可 能 と し 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N

)を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 。 す な わ ち 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、

前 の フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た

場 合 に つ い て は 、 (1)現 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で あ り か つ 前 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で

な い 場 合 、 ま た は 、 (2)現 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で あ り か つ 前 フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎

で あ り か つ ２ つ 前 の フ レ ー ム の 高 域 成 分 が 疎 で な い 場 合 、 に は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理

と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 し 、 そ れ 以

外 の 場 合 に は 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係

数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 さ な い 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 な お 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム

の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 し た 場 合 に は 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２

が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 に 基 づ い て 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列

の 符 号 化 処 理 を 決 定 す る 。 例 え ば 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な

る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 し た 場 合 に は 、 前

フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合
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で あ っ て も 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 が

第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1,

. . . , N)は 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前

フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す

る こ と を 許 し た 場 合 に は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 一 符 号 化

部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号

化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 に は 、 現 フ レ ー

ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)は 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 な お 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム

の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 許 し た 場 合 で あ っ て も 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に 図

示 し な い 手 段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 同 じ 符 号 化 処 理 で 現 フ レ

ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響

信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 と 同 じ 符 号 化 処 理 で 符 号 化

し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ １ Ｂ で は 、 部 分 係 数 列 ご と に 異 な る サ ン プ ル 数 と し て も よ い 。

例 え ば 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)を Q個 の 部 分 係 数 列 XS f (1)(n) (n=1

, .. . , P 1 ), XS f (2)(n) (n=1, .. . , P 2 ), . . . , XS f (Q)(n) (n=1, .. . , P Q )に 分 け て も よ

い 。 P 1 , P 2 , . . . , P Q は 、 P 1 +P 2 +.. .+P Q =Nを 満 た す 正 の 整 数 で あ る 。 ま た 、 P 1 , P 2 , . . . ,

P Q は 、 P 1 ≦ P 2 ≦ ...≦ P Q を 満 た す こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 Qは 正 の 整 数 で あ る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ １ Ｂ や ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ２ Ｂ や ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ３ Ｂ の 処 理 と

同 じ 処 理 を 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 行 っ た 場 合 に は 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 ス テ ッ

プ Ｓ ３ ８ ３ １ Ｂ や ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ２ Ｂ や ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ ３ Ｂ は 行 わ ず に 、 適 合 符 号 化

処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 行 っ た 処 理 結 果 を 用 い て も よ い 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 ［ 第 三 実 施 形 態 ］

　 第 一 実 施 形 態 及 び 第 二 実 施 形 態 で は １ つ の 閾 値 を 用 い て 現 フ レ ー ム が 適 し て い る 符 号 化

処 理 を 判 定 し て い た が 、 第 三 実 施 形 態 は ２ つ の 閾 値 を 用 い た 判 定 を 行 う も の で あ る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 の 構 成 は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 じ 図 １ で あ る 。 第 三 実 施 形 態 の

符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 決 定 部 ３ ８ ０ 内 の 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ と 切 替 決 定 部 ３ ８ ３

の 処 理 が 異 な る 部 分 以 外 は 、 第 一 実 施 形 態 ま た は 第 二 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ と 同 じ

で あ る 。 第 三 実 施 形 態 の 復 号 装 置 の 構 成 は 、 第 一 実 施 形 態 と 同 じ 図 ２ で あ り 、 各 部 の 処 理

も 第 一 実 施 形 態 の 復 号 装 置 と 同 じ で あ る 。 以 下 で は 、 第 一 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ と

異 な る 処 理 を 行 う 決 定 部 ３ ８ ０ 内 の 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ と 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ に つ

い て 説 明 す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 ＜ 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ ＞

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 図 ７ に 例 示 す る 各 ス テ ッ プ の 処 理 を 行 う 。 適 合 符 号 化

処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 、 第 一

符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ に 適 し て い る か 、

言 い 換 え れ ば 、 何 れ の 符 号 化 処 理 を 行 っ て も よ い も の で あ る か 、 を 判 定 し 、 判 定 結 果 を 出

力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ Ａ ） 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 以 下 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ の 動 作 の 一 例 を 説 明 す る 。 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３

８ ２ は 、 図 ７ に 例 示 す る 各 ス テ ッ プ の 処 理 を 行 う 。 以 下 の 例 で は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の

符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク ト

ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 で あ り 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 ２ に 例
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示 さ れ る 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 を 隣 接 す る 周 波 数 領 域

の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 で あ る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 こ の 例 で は 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が

大 き い ま た は ／ お よ び 集 中 度 が 高 い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波

数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 し て い る と 判 定 し 、 入 力 音 響 信 号

の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 小 さ い ま た は ／ お よ び 集 中 度 が 低 い 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入

力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 し て い

る と 判 定 し 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 中 程 度 ま た は ／ お よ び 集 中 度 が 中 程

度 で あ る 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号

化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 を 行 っ て

も よ い も の で あ る 、 す な わ ち 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の

符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 に も 適 合 す る 、 と 判 定 し 、 判 定 結 果 を 出 力 す る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 中 程 度 ま た は ／ お よ び 集 中 度 が 中 程 度 で あ る 場

合 に は 、 後 述 す る よ う に 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ で 前 フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム

の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 。 す な わ ち 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ で は 、

前 フ レ ー ム と 現 フ レ ー ム と の 間 で 符 号 化 処 理 が 切 り 替 わ る こ と に よ り 受 聴 者 が 不 自 然 に 感

じ る こ と の 少 な い よ う に 現 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 が 決 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 現 フ レ ー ム

の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二

符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 を 行 っ て も よ い も の で あ る 場 合 や 、 第 一

符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 に も

適 合 す る 場 合 に 限 ら ず 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一

符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適

し て い る と も い い 難 い 場 合 や 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列

が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処

理 も 適 し て い な い 可 能 性 が あ る 場 合 が 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 中 程 度 ま

た は ／ お よ び 集 中 度 が 中 程 度 で あ る 場 合 に 含 ま れ て い て も よ い 。 す な わ ち 、 上 述 し た 「 第

一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 に

も 適 合 す る 」 と の 判 定 を 、 「 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符

号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 へ の 適 性 も 判 別 で き な い 」 と の 判 定 と 読 み 替 え て も よ い 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 ス ペ ク ト ル の 起 伏 や 集 中 度 を 推 定 す る 方 法 と し て は 、 何 れ の 方 法 を 採 用 し て も よ い が 、

ス ペ ク ト ル 包 絡 の 谷 の 深 さ を 推 定 す る 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 構 成 で は 、 ス ペ ク ト ル

包 絡 の 谷 が 浅 い と き に は ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 小 さ く 集 中 度 が 低 い と 判 定 さ れ 、 ス ペ ク ト ル

包 絡 の 谷 が 深 い と き に は ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 大 き く 集 中 度 が 高 い と 判 定 さ れ 、 ス ペ ク ト ル

包 絡 の 谷 の 深 さ が 中 程 度 の と き に は ス ペ ク ト ル の 起 伏 が 中 程 度 で あ り 集 中 度 が 中 程 度 で あ

る と 判 定 さ れ る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 第 一 実 施 形 態 の 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ と 同 じ ス

テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ １ か ら Ｓ ３ ８ ２ ５ 、 と 、 第 一 実 施 形 態 の 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ と は

異 な る ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ６ Ａ を 行 う 。 以 下 で は 、 第 一 実 施 形 態 の 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３

８ ２ と 異 な る 部 分 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ５ の 次 に 、 閾 値 TH2_1,TH2_2を 用 い

た 以 下 の 判 定 処 理 及 び 後 述 す る 適 合 情 報 の 出 力 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ２ ６ Ａ ） 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 す べ て の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 Eと 谷 の 部 分 領

域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 所 定 の 閾 値 TH2_1よ り 小 さ い 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル の 谷 が

浅 く 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 の 少 な い か 集 中 度 が 低 い ス ペ ク ト ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と
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か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の

符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 す る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 ま た 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 す べ て の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 Eと 谷 の

部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 、 閾 値 TH2_1よ り 大 き な 値 で あ る 所 定 の 閾 値 TH2_2よ

り 大 き い 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル の 谷 が 深 く 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 大 き い か 集 中 度 が 高

い ス ペ ク ト ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数

領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る と 判 定 す る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 ま た 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 す べ て の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 Eと 谷 の

部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 閾 値 TH2_1以 上 閾 値 TH2_2以 下 で あ る 場 合 に は 、 ス ペ

ク ト ル の 谷 の 深 さ が 中 程 度 で あ り 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 中 程 度 か 集 中 度 が 中 程 度 の ス

ペ ク ト ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域

の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の

符 号 化 処 理 を 行 っ て も よ い も の で あ る 。 す な わ ち 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第

二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 に も 適 合 す る 、 と 判 定 す る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 そ の 後 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 適 合 す る 符 号 化 処 理 の 情 報 で あ る 適 合 情 報 を

出 力 す る 。 適 合 情 報 と は 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ の 判 定 結 果 の こ と で あ り 、 何 れ の

ま た は 双 方 の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 と も 言 え る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 な お 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領

域 の 係 数 列 が 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何

れ か に 適 し て い る と 判 定 さ れ た 場 合 に の み 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 し て い る

こ と を 表 す 情 報 ま た は 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 し て い る こ と を 表 す 情 報 を 出

力 し 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の

符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 を 行 っ て も よ い も の で

あ る 、 す な わ ち 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の

何 れ の 符 号 化 処 理 に も 適 合 す る 、 と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 判 定 結 果 を 出 力 し な い 構 成 と し

て も よ い 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 ＜ 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ ＞

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 と 、 適 合 符 号 化

処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の ま た は 双 方 の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 す な わ ち 適 合

す る 符 号 化 処 理 の 情 報 （ 適 合 情 報 ） と 、 か ら 、 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符

号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る か 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る か を 決 定 し 、 決 定 し た 符 号

化 処 理 を 特 定 可 能 な 符 号 で あ る 切 替 符 号 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ３ Ａ ） 。 出 力 し た 切

替 符 号 は 復 号 装 置 ４ ０ ０ に 入 力 さ れ る 。 こ こ で 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 り 替 え 不 可 で あ

る 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム が 適 合 す る 符 号 化 処 理 が 何 れ の 符 号 化 処 理 で あ っ た と し て も 、 前

フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 決 定 す

る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 り 替 え 可 で あ り 、 か つ 、 現 フ レ ー ム が 第 一 符 号 化 部 １

０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る 場 合

に は 、 前 フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と

を 決 定 す る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 り 替 え 可 で あ り 、 か つ 、 現 フ レ ー ム が 第 一 符

号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ か 一 方 に 適 合 す る 場

合 に は 、 前 フ レ ー ム の 符 号 化 処 理 が 何 れ の 符 号 化 処 理 で あ っ た と し て も 、 現 フ レ ー ム が 適

合 す る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 決 定 す る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 以 下 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ の 動 作 の 一 例 を 説 明 す る 。 以 下 の 例 で は 、 第 一 符 号 化 部 １ ０ １

の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係 数 に 基 づ く ス ペ ク
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ト ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 で あ り 、 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 非 特 許 文 献 ２ に

例 示 さ れ る 区 分 し た 周 波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 の 隣 接 す る 周 波 数 領

域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 で あ る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 不 可

を 表 す 場 合 、 お よ び ／ ま た は 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適

合 す る か の 情 報 （ 適 合 情 報 ） が 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化

処 理 と 同 じ 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 ま た は 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部

２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る こ と を 表 す 場 合 、 に は 、 前 フ レ ー ム の

M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と 同 じ 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の M DCT係

数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 す な わ ち 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第

一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可

否 の 情 報 が 切 り 替 え 不 可 を 表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N

)も 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー

ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ

て 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 （ 適 合 情 報

） が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n)

(n=1, .. . , N)も 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３

は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ

た 場 合 で あ っ て 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情

報 （ 適 合 情 報 ） が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の

何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る こ と を 表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1

, .. . , N)も 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二 符

号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の

情 報 が 切 り 替 え 不 可 を 表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)も

第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の

M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、

適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 （ 適 合 情 報 ） が

第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1

, .. . , N)も 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、

前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場

合 で あ っ て 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 （

適 合 情 報 ） が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ

の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る こ と を 表 す 場 合 、 に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, ..

. , N)も 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定 す る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 可 を

表 す 場 合 、 か つ 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情

報 （ 適 合 情 報 ） が 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と 異 な る

符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 、 に は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化

処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)の 符 号 化 処 理 と

し て 決 定 す る 。 す な わ ち 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1,

. . . , N)が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得

た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 可 を 表 し 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符

号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 （ 適 合 情 報 ） が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合

に は 、 現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)は 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る
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と 決 定 す る 。 ま た 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 前 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f - 1 (n) (n=1, .. . , N

)が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 さ れ た 場 合 で あ っ て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り

替 え 可 否 の 情 報 が 切 り 替 え 可 を 表 し 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 何 れ の 符 号 化 処

理 が 適 合 す る か の 情 報 （ 適 合 情 報 ） が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 を 表 す 場 合 に は 、

現 フ レ ー ム の M DCT係 数 列 X f (n) (n=1, .. . , N)は 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る と 決 定

す る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 な お 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ を 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領

域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ

の 符 号 化 処 理 に も 適 合 す る と 判 定 さ れ た 場 合 に 判 定 結 果 を 出 力 し な い 構 成 と し た 場 合 に は

、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 適 合 す る 符 号 化 処 理 の 情 報 が 入 力 さ れ な か っ た 場 合 に 、 上 述 し た

何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の 情 報 （ 適 合 情 報 ） が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と

第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る こ と を 表 す 場 合 の 処 理 を

行 え ば よ い 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 ［ 第 一 変 形 例 ］

　 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 が 、 非 特 許 文 献 １ に 例 示 さ れ る 線 形 予 測 係 数 に 変 換 可 能 な 係

数 に 基 づ く ス ペ ク ト ル 包 絡 を 用 い た 符 号 化 処 理 と 、 非 特 許 文 献 ２ に 例 示 さ れ る 区 分 し た 周

波 数 領 域 ご と の 係 数 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の 対 数 値 の 隣 接 す る 周 波 数 領 域 の 平 均 エ ネ ル ギ ー の

対 数 値 と の 差 分 の 可 変 長 符 号 化 を 伴 う 符 号 化 処 理 と 、 の 何 れ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る か の

判 定 に は 、 入 力 音 響 信 号 の ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 の 大 き さ や 集 中 度 だ け で は な く 、 そ の 他

の 情 報 を 含 め た 判 定 を 行 っ て も よ い 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 例 え ば 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０

１ に よ り 符 号 化 さ れ 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 切 り 替 え 可 と 判 定 し 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定

部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０

１ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 で あ っ て も 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に 図 示 し な い 手

段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第

一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力

音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に よ り 符 号 化 し て も よ い 。

す な わ ち 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数

列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に よ り 符 号 化 さ れ 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 切 り 替 え 可 と 判 定 し

、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数

列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音

響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に よ り 符 号 化 す る こ と を 決 定

可 能 と す る 構 成 で あ れ ば よ い 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 ま た 、 逆 に 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部

２ ０ １ に よ り 符 号 化 さ れ 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 切 り 替 え 可 と 判 定 し 、 適 合 符 号 化 処 理

判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部

１ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 で あ っ て も 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に 図 示 し な

い 手 段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列

を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の

入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に よ り 符 号 化 し て も よ

い 。 す な わ ち 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の

係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に よ り 符 号 化 さ れ 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 切 り 替 え 可 と 判

定 し 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の

係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に 、 現 フ レ ー ム の 入

力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に よ り 符 号 化 す る こ と を

決 定 可 能 と す る 構 成 で あ れ ば よ い 。
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【 ０ １ ３ ３ 】

　 ま た 、 例 え ば 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ で は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対

応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に よ り 符 号 化 さ れ 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定

部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０

１ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る と 判 定

し た 場 合 で あ っ て も 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 切 り 替 え 可 と 判 定 し 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に

図 示 し な い 手 段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域

の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 現 フ

レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に よ り 符 号 化

し て も よ い 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 ま た 、 逆 に 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部

２ ０ １ に よ り 符 号 化 さ れ 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対

応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符

号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 で あ っ て も 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８

１ が 切 り 替 え 可 と 判 定 し 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に 図 示 し な い 手 段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 現

フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処

理 で 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領

域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に よ り 符 号 化 し て も よ い 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 す な わ ち 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 切 り 替 え 可 と

判 定 し 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域

の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の

符 号 化 処 理 も 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領

域 の 係 数 列 を 前 フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す る こ と を 決 定 可 能 と す る 構 成 で あ れ

ば よ い 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 ［ 第 二 変 形 例 ］

　 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る か 第 二 符 号 化 部 ２

０ １ で 符 号 化 す る か の 決 定 に は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 を 用 い

な い で も よ い 。 こ の 場 合 は 、 決 定 部 ３ ８ ０ 内 に 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ を 備 え な く て も よ い

。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 こ の 場 合 は 、 切 替 決 定 部 ３ ８ ３ は 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ が 得 た 切 り 替 え 可 否 の 情 報 を

用 い ず に 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 得 た 適 合 情 報 か ら 、 現 フ レ ー ム の 周 波 数 領 域 の

係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ で 符 号 化 す る か 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ で 符 号 化 す る か を 決 定 し

、 決 定 し た 符 号 化 処 理 を 特 定 可 能 な 符 号 で あ る 切 替 符 号 を 出 力 す る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 例 え ば 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領

域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に は 、 現 フ レ ー

ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ に よ り 符 号 化 し 、

適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列

が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音

響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に よ り 符 号 化 す れ ば よ い 。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 こ の 場 合 も 、 第 一 変 形 例 と 同 様 に 、 そ の 他 の 情 報 を 含 め た 判 定 を 行 っ て も よ い 。

例 え ば 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域

の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 で あ っ て も 、 符 号

化 装 置 ３ ０ ０ に 図 示 し な い 手 段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応

す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た
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場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０

１ に よ り 符 号 化 し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 逆 に 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域

の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 で あ っ て も 、 符 号

化 装 置 ３ ０ ０ に 図 示 し な い 手 段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応

す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た

場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０

１ に よ り 符 号 化 し て も よ い 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 す な わ ち 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数

領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に 、 現 フ レ ー

ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符

号 化 す る こ と を 決 定 可 能 と す る 構 成 で あ れ ば よ い 。 ま た 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が

現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化

処 理 に 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係

数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す る こ と を 決 定 可 能 と す る 構 成 で あ れ ば

よ い 。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 ま た 、 例 え ば 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ で は 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が

現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化

処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 の

う ち 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に 図 示 し な い 手 段 が 得 た 他 の 情 報 に よ っ て 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響

信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す べ き と

判 定 さ れ た 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 一 符

号 化 部 １ ０ １ に よ り 符 号 化 し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 ま た 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域

の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の

符 号 化 処 理 も 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 の う ち 、 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ に 図 示 し な い 手 段 が 得 た

他 の 情 報 に よ っ て 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化

部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 で 符 号 化 す べ き と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号

に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ に よ り 符 号 化 し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 す な わ ち 、 第 三 実 施 形 態 の 符 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ が 現 フ レ

ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と

第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 も 適 合 す る と 判 定 し た 場 合 に 、 現 フ

レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 前 フ レ ー ム と 同 じ 符 号 化 処 理 で 符

号 化 す る こ と を 決 定 可 能 と す る 構 成 で あ れ ば よ い 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 な お 、 上 記 の 各 実 施 形 態 に お け る 、 算 出 し た 値 と 閾 値 と の 比 較 に お い て は 、 算 出 し た 値

と 閾 値 と 同 じ 値 で あ る 場 合 に は 、 閾 値 を 境 と し て 隣 接 す る 二 つ の 場 合 の 何 れ か 一 方 に 場 合

分 け さ れ る よ う に 設 定 す れ ば よ い 。 す な わ ち 、 あ る 閾 値 以 上 の 場 合 と し て い る と こ ろ を 当

該 閾 値 よ り 大 き い 場 合 と す る と と も に 、 当 該 閾 値 よ り 小 さ い 場 合 と し て い る と こ ろ を 当 該

閾 値 以 下 の 場 合 と し て も よ い 。 ま た 、 あ る 閾 値 よ り 大 き い 場 合 と し て い る と こ ろ を 当 該 閾

値 以 上 の 場 合 と す る と と も に 、 当 該 閾 値 以 下 の 場 合 と し て い る と こ ろ を 当 該 閾 値 よ り 小 さ

い 場 合 と し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ６ 】

　 例 え ば 、 第 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 部 ３ ８ ０ は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成

分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ
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と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合 に 、 前 フ レ ー ム と 異 な る 符 号 化 処 理 を 現 フ

レ ー ム の 符 号 化 処 理 と し て 決 定 す る こ と を 可 能 と し て も よ い （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ０ ） 。

【 ０ １ ４ ７ 】

　 ま た 、 第 二 実 施 形 態 に お い て 、 切 替 可 否 判 定 部 ３ ８ １ は 、 前 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の

高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ と 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 の 高 域 成 分 の エ ネ ル ギ ー の

大 き さ と の 少 な く と も 何 れ か が 所 定 の 閾 値 以 下 の 場 合 に は 、 切 り 替 え 可 、 す な わ ち 、 前 フ

レ ー ム の 周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 し た 符 号 化 処 理 と 異 な る 符 号 化 処 理 で 現 フ レ ー ム の

周 波 数 領 域 の 係 数 列 を 符 号 化 す る こ と を 可 能 と す る 、 と 判 定 し 、 判 定 結 果 を 出 力 し て も よ

い 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 ま た 、 第 一 実 施 形 態 に お い て 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 す べ て の 部 分 領 域 の A V

E X S (q)の 平 均 値 Eと 谷 の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 所 定 の 閾 値 TH2よ り 小 さ い 場

合 に は 、 ス ペ ク ト ル の 谷 が 浅 く 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 の 少 な い か 集 中 度 が 低 い ス ペ ク ト

ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数

列 が 第 二 符 号 化 部 ２ ０ １ の 符 号 化 処 理 に 適 合 す る と 判 定 し て も よ い 。 逆 に す べ て の 部 分 領

域 の A VE X S (q)の 平 均 値 Eと 谷 の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 閾 値 TH2以 上 で あ る 場

合 に は 、 ス ペ ク ト ル の 谷 が 深 く 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 大 き い か 集 中 度 が 高 い ス ペ ク ト

ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数

列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る と 判 定 し て も よ い 。

【 ０ １ ４ ９ 】

　 ま た 、 第 三 実 施 形 態 に お い て 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 す べ て の 部 分 領 域 の A V

E X S (q)の 平 均 値 Eと 谷 の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 、 閾 値 TH2_1よ り 大 き な 値 で

あ る 所 定 の 閾 値 TH2_2以 上 で あ る 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル の 谷 が 深 く 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起

伏 が 大 き い か 集 中 度 が 高 い ス ペ ク ト ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音

響 信 号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 が 適 合 す る と 判

定 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 適 合 符 号 化 処 理 判 定 部 ３ ８ ２ は 、 す べ て の 部 分 領 域 の A VE X S (q)

の 平 均 値 Eと 谷 の 部 分 領 域 の A VE X S (q)の 平 均 値 E V の 差 が 閾 値 TH2_1以 上 で あ り 閾 値 TH2_2よ

り 小 さ い 場 合 に は 、 ス ペ ク ト ル の 谷 の 深 さ が 中 程 度 で あ り 、 ス ペ ク ト ル 包 絡 の 起 伏 が 中 程

度 か 集 中 度 が 中 程 度 の ス ペ ク ト ル で あ る と 推 定 さ れ る こ と か ら 、 現 フ レ ー ム の 入 力 音 響 信

号 に 対 応 す る 周 波 数 領 域 の 係 数 列 が 第 一 符 号 化 部 １ ０ １ の 符 号 化 処 理 と 第 二 符 号 化 部 ２ ０

１ の 符 号 化 処 理 の 何 れ の 符 号 化 処 理 を 行 っ て も よ い と す る 。

【 ０ １ ５ ０ 】

　 符 号 化 装 置 及 び 符 号 化 方 法 に お い て 説 明 し た 処 理 は 、 記 載 の 順 に し た が っ て 時 系 列 に 実

行 さ れ る の み な ら ず 、 処 理 を 実 行 す る 装 置 の 処 理 能 力 あ る い は 必 要 に 応 じ て 並 列 的 に あ る

い は 個 別 に 実 行 さ れ て も よ い 。

【 ０ １ ５ １ 】

　 ま た 、 符 号 化 方 法 に お け る 各 ス テ ッ プ を コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 現 す る 場 合 、 符 号 化 方

法 が 有 す べ き 機 能 の 処 理 内 容 は プ ロ グ ラ ム に よ っ て 記 述 さ れ る 。 そ し て 、 こ の プ ロ グ ラ ム

を コ ン ピ ュ ー タ で 実 行 す る こ と に よ り 、 そ の 各 ス テ ッ プ が コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ５ ２ 】

　 こ の 処 理 内 容 を 記 述 し た プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録

し て お く こ と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気

記 録 装 置 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 記 録 媒 体 、 半 導 体 メ モ リ 等 ど の よ う な も の で も よ い 。

【 ０ １ ５ ３ 】

　 ま た 、 各 処 理 手 段 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ り 構 成

す る こ と に し て も よ い し 、 こ れ ら の 処 理 内 容 の 少 な く と も 一 部 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 実 現 す

る こ と と し て も よ い 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 そ の 他 、 こ の 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な

い 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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